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　　4　子宮頸癌放射線治療時における免疫療法の
　　　　増強効果
（産婦人科学）　　○足立　　匡，星野　泰三，務台　　譲
　　　　　　　　岡部　一裕，又吉　国雄，根岸能之
　子宮頸癌の放射線治療時には白血球の減少をはじめとして各
種の免疫機能が抑制されることが知られている。今回，我々は
放射線治療にSPG（Siz・fira・）を併用することにより，患者の
免疫能に与える増強効果について基礎的並びに臨床的検討を行
った。
【方法】対象は子宮頸癌の放射線単独治療例で，放射線照射開
始の2週間前よbSPG20mgを週2回筋注し，患者血清中のNK活
性，LAK活性，　Leu　7，　CD16，　IL－2産生能，白血球数を測定し
た。さらに，病変部の組織を採取し腫瘍浸潤リンパ球（T皿）を
モノクロナール抗体を用いて免疫組織化学的に検討した。
【成績】（1倣射線治療終了時SPG投与群は非投与群に比較し白
血球減少防止効果が認められた。（2）　SPG投与群は放射線療法開
始後NK活性，　LAK活性，　Leu7＋CDI6＋細胞，　IL－2産生能とも
に回復促進効果が認められた。（3）TILはSPG投一与群で浸潤の程
度の強い傾向がみられた。
【結語】子宮頸癌の放射線療法時SPGの投与は免疫学的回復効
果が促進され，その抗腫務効果が期待される。
　　6．アトピー性皮膚炎患者における即時型皮内反
　　　　応の変遷　一臨床症状と検査値の検討一
（皮膚科学）○宮内　　恵，坂崎　由朗，山城　將臣
　　　　　　　竹尾　千景，平田　雅子，入澤　亮吉
　　　　　　　加藤　雪彦，小林早由美，宮野　径彰
　　　　　　　徳田　硬球
　アトピー性皮膚炎（以下AD）は日常診療上，高頻
度に見られる疾患でありながらその病因や病態につい
ては明確ではない部分が多く，諸家の提唱する診断基
準に見られるように種々の特徴的所見，性質，反応を
示す。又，免疫，アレルギーの関与が明らかであるに
も関わらず特にIgEアレルギーの検査の意義について
も確定的なことは言えない。今回我々は当科アレルギー
外来受診中のAD患者120人について年齢，性別，特
徴的臨床症状，血液学的検査，皮内テストなどを調査
し素因的，臨床的，免疫学的項目に分類，整理し，そ
れらがADの病因，病態において何を反映しているの
かを検討した。又，即時型皮内反応陽性率について8
年前の患者層との比較をしその遷移をみたところ，特
に花粉抗原において顕著な陽性率の増加が見られた。
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　気管支喘息172例でMAST法により猫上皮、犬上
皮を含む16種の特異的lgE抗体を測定し、へ●ットア
レ1レギーの関与について検討した。またへ’ットアレルギ
ーと診断した12例の臨床像について検討を加えた。
特異的IgE抗体の検出頻度は、猫上皮10．5％、犬
上皮4．7％であった。猫及び犬に対する皮膚テスト
とMASTの一致率はそれぞれ54．5％、42．9％で、
感受度はともに75％、特異度はそれぞれ92．7％
92．9％であった。猫及び犬の飼育歴とMASTの一
致率はそれぞれ46．7％、54．5％でMAST値が2以上
を示す例では飼育歴を有する傾向がみられた。
猫上皮とハ似ダスト及び犬上皮とハウスダストのMAST値
の間に有意な相関がみられたが、猫上皮とダニ及
び犬上皮とダニのHAST値の間には有意な相関は得
られなかった。
　7．全層角膜移植拒絶反応におけるICAM－1
　　　の関与について
（眼科学）　大塚裕子，熊倉重人，土方　聡，
　　　　　　曽根隆一郎，村松隆次，臼井正彦
目的：最近Tcellが免疫応答を発現する際に，
細胞間接着分子が重要な役割を果たしていること
が明らかにされている。我々は，角膜移植拒絶反
応における細胞間接着分子（InterceIlular
adhesion　molecule－L以下ICAM－1と
略す）の出現を観察し，抗ICAM－1モノクロー
ナル抗体を用いて拒絶反応の抑制効果を検討した。
方法：フィッシャーラットより直径3㎜の移植片
を作製し，ルイスラットに移植した。術当日より
抗ICAM－1抗体を連日腹腔内投与し，移植片の
状態を観察した。また拒絶反応前後の眼球を摘出
し，免疫組織学的検討を行った。結果＝抗体投与
群（1㎎／kg，2　op／kg），非投与群で，両者の拒
絶反応の発症には著しい有意差はなかった。免疫
組織学的には，拒絶反応前から移植片にICAM
－1陽性所見がみられ，拒絶反応とともに増強し
た。また抗体投与群において，移植片に投与した
マウスIgGの沈着が認められた。
（2）
